
平成２６年度 連携･協力事業の実施状況について 
 

教員養成専門部会 
 
【プロジェクト名】     教育ボランティア活動 
 
１ プロジェクトの目的・概要  
佐賀大学文化教育学部と佐賀県教育委員会は、教員養成などを柱にした連携・協力協
定の一環として、平成１７年度から「教育ボランティア」活動を開始し、今年度は１０
年目を迎えた。受け入れ経験校は継続しての希望があり、学生のみならず児童・生徒、
教職員にとっても貴重な機会となっている。新規校もあり、この取り組みが県内に広が
りつつあると言える。 
 当事業の主な目的は、以下の２点である。 
○ 教員志望の学生が、県内の公立小・中学校、県立中学校、特別支援学校において、
授業の補助や放課後の学習相談、学校行事の補助、部活動の支援、休み時間の遊びの
相手など、様々な教育活動の支援をする。 
○ 教育現場におけるボランティア活動を通して、子どもを理解したり、子どもとのコ
ミュニケーションの取り方等についての基本的事項を身に付けたりすることで、教職
への資質や意欲を高める。 

２ 平成 26年度の実施状況  
（１）実施経過 
○ 今年度は、学生の前期試験が８月５日まで実施されることから、活動の開始を８
月７日から９月３０日までとした。 
○ 特定地域の学校へ学生の希望が集中する傾向がみられたため、県内全域の学校へ
派遣できるよう、活動期間内における各学校からの受け入れ希望人数は、複数プラ
ンも合わせて、１学校５人までとした。 
○ ４月中旬から教育委員会において、各学校の派遣希望プランについて調査を行 
い、この結果について６月に大学で学生側に紹介し、活動希望等について把握・調
整を行い、８月から派遣を開始した。 
○ ８月から９月までの２か月間の１回のみ募集とし、１０月以降の活動については、
学校側と学生で直接交渉をして、継続することができることとした。 

時  期 概      要 
H26．4．24（木） 
H26．5． 9（金） 
H26．5．16（金） 
H26．5．23（金） 
H26．5．30（金） 
H26．6． 9（月） 

－ 
H26．6．26 (木） 
H26．7． 8 (火） 
H26．8． 7 (木)～ 

①  県教育委員会から市町教育委員会への文書発送   
②  学校から所管の教育委員会への希望書の提出     
③ 市町教育委員会から教育事務所への提出         
④ 教育事務所から県教育委員会への提出 
⑤ 県教育委員会から大学への希望一覧表の提出 
⑥ 大学及び県教育委員会による事前説明会 
⑦ 大学における派遣についての調整 
⑧ 大学から県教育委員会への派遣決定一覧表の提出 
⑨ 県教育委員会から派遣決定についての文書発送 
⑩ 派遣開始 
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（２）平成２６年度の派遣実績（学校数、プラン数、派遣人数） 
○ ８，９月の２か月間において、派遣数４４校、４７プラン、延べ１１７人の学生
を県内の小・中学校に派遣した。平成２５年度までは「教員免許取得希望者は必ず
参加」としていたが、今年度についてはボランティアの主旨に則って「自主参加」
の形を取ったため、派遣人数は昨年度よりも減少したが、参加した学生は意欲的に
取り組み、教育現場の支援を行った。 

  Ｈ２５ H２６ 

校種 学校数 プラン数 派遣人数 学校数 プラン数 派遣人数 

小学校 ３２ ３７ １０２ ２６ ２９ ７２

中学校 １８ １８ ５３ １５ １５ ３９

特別支援学校 ３ ３ ７ ３ ３ ６

計 ５３ ５８ １６２ ４４ ４７ １１７

 
（３）事業の成果と課題 
○ 「教育ボランティア活動」事業が定着してきたこともあり、受け入れた学校からは、 
次年度も継続して実施してほしいとの要望がある。 
・ サマースクールに３日間来てもらい、児童への個別指導を行う人数が増えてとても役に 
立った。また、来年度もぜひ、やる気のあるボランティア大学生の来校を希望したい。

いろいろとクリアすべき課題もあるかもしれないが、今後もぜひこの活動を継続して欲
しい。 

・ ボランティアの学生にとっても子どもたちとの活動はいい経験になったのではないか。

学校としても子どもたちに近い年齢の学生がともに活動し、補助をしてもらうことは助
かった。今後もぜひ活用させていただきたい。 

・ 学校と学生との調整をうまく行い、もっとたくさんの生徒を対象に活動期間を多くして 
実施したい。 

・ 教育ボランティアの取組は、現場の職員の対応の実際を学ばせることができるのでとて 
も有意義である。 

○ 各学校から学生の派遣依頼は多いが、「教育ボランティア活動」への参加を希望す 
る学生が十分確保できず、学生の派遣が一部の地域や学校に偏っている。 
・ 夏休みの学習会等に教育ボランティアとして参加してくれる大学生の数がもっと増えれ 
ば、理解の不十分な生徒に対応する時間が取れると同時に生徒の学習意欲も高まるため、 
さらに良い効果があったと思われる。 

・ 遠方であることから、現在は応募しやすくするため交通費を支給している。財源が乏し 

いこともあり、交通費がなくても集まるものなのか、交通費はどのくらいが適正かなど、 
情報があればお知らせいただきたい。 

 

３ 今後の予定等  
○ 来年度も今年度とほぼ同様のスケジュールで教育ボランティア活動を実施する予定で

ある。 
○ 「教育ボランティア活動」への参加を希望する学生の数をある程度確保することや、
県内全域の希望する学校へ学生を派遣できる方策をさらに検討していきたい。 






















